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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 20,220 2.5 712 △11.7 765 △10.5 512 16.7
22年3月期第2四半期 19,725 △1.8 806 9.9 854 8.6 438 △16.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 16.98 ―

22年3月期第2四半期 14.41 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 44,817 29,676 66.0 980.69
22年3月期 44,752 29,363 65.4 970.17

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  29,581百万円 22年3月期  29,269百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
23年3月期 ― 2.50

23年3月期 
（予想）

― 2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 1.3 1,220 △4.8 1,310 △5.9 1,430 2.7 47.41



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信【添付資料】3ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 30,860,000株 22年3月期  30,860,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  695,921株 22年3月期  690,669株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 30,165,797株 22年3月期2Q 30,434,261株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、政府の経済対策や新興国を中心とした外需などにより一部に回復の

兆しが見られるものの、依然として雇用不安や消費低迷から内需全般において自律的な回復が乏しい状況が続いて

おります。 

 このような情勢のなかで当社グループは、「ＣＳＲ活動の更なる推進」と、成長分野へのチャレンジ、グループ

内外との連携強化などを中心とした「21世紀型のグループ経営」を柱として、安全と信頼及び収益の確保に努めて

まいりました。結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期比494百万円（2.5％）増の20,220百万円とな

りましたが、営業利益は前年同期比94百万円（△11.7％）減の712百万円、経常利益は前年同期比89百万円

（△10.5％）減の765百万円となりました。また、四半期純利益につきましては、大口賃貸先との契約改定により

将来の収益性が低下したため減損損失を計上しましたものの、同改定により解約保証金等受入益が発生したため前

年同期比73百万円（16.7％）増の512百万円となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。なお、売上高はセグメント間の内部売上高又は振替高控

除前の金額であります。 

  

① 自動車運送事業 

 乗合バス部門は、公営バスからの路線譲受に加え、新型インフルエンザの発生による出控えからの回復により前

年同期に比べ増収となりました。貸切バス部門は、同業他社との価格競争により単価が下落し、豪雨災害に伴う鉄

道代行輸送等があった前年同期に比べて減収となりました。また、タクシー部門におきましても、景気低迷により

利用は減少傾向で推移いたしました。以上の結果、売上高は前年同期比146百万円(1.5％）増の10,070百万円、営

業損益は26百万円改善しましたが、162百万円の営業損失となりました。 

② 車両物販・整備業 

 整備部門は、車検台数は増加しましたが、事故修理や臨時修理が減少したことなどにより減収となりました。車

両物販部門は、環境対応車普及促進税制（エコカー減税）や新車購入補助制度の追い風を受け、集中的な営業強化

を行ったことにより、部品販売が好調に推移し増収となりました。以上の結果、売上高は前年同期比163百万円

（5.6％）増の3,066百万円、営業利益は20百万円（15.9％）増の151百万円となりました。 

③ 業務受託事業 

 経営受託部門は、新たにスポーツ施設等の運営を受託したことにより増収となりました。また、車両運行管理部

門は、姫路市等の自治体との契約が順調に獲得出来たことにより増収となりました。以上の結果、売上高は前年同

期比191百万円（15.2％）増の1,444百万円、営業利益は前年同期比16百万円（12.1％）増の150百万円となりまし

た。 

④ 不動産業 

 賃貸部門は、新たに取得した賃貸施設が収入の確保に寄与いたしましたが、一部既存商業施設の賃貸料減額によ

り前期並みにとどまりました。また、販売部門は、分譲地販売区画数が増加したことにより、特販部門は、建築請

負工事が増加したことにより増収となりました。以上の結果、売上高は前年同期比196百万円（12.1％）増の1,822

百万円となりましたが、営業利益は賃貸料減額に加え、収益物件取得の初期費用の発生により前年同期比74百万円

（△11.2％）減の590百万円となりました。 

⑤ レジャーサービス業 

 飲食部門は、平成21年９月のシルバーウィーク効果による反動がありましたが、新型インフルエンザによる影響

からの回復などにより前期並みで推移いたしました。旅行部門は、他社との価格競争が激しかった東京ディズニー

リゾートツアーの集客が減少しましたが、営業担当者の増員による営業力強化により増収となりました。また、レ

ンタル部門は、平成21年10月に「ＴＳＵＴＡＹＡ太子店」を新規出店したことにより増収となりました。遊技場部

門は、近隣店との競合により大幅な減収となりました。以上の結果、売上高は前年同期比209百万円（△4.3％）減

の4,680百万円、営業損益は前年同期に比べ62百万円悪化し、14百万円の営業損失となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ65百万円増加し、44,817百万円となりました。増減の主

なものは、補助金未収の減少718百万円、不動産業における賃貸用不動産の取得等による有形固定資産の増加

1,080百万円、投資有価証券の時価評価等による減少262百万円等であります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ247百万円減の15,141百万円となりました。増減の主なものは、リース債務

の増加466百万円、未払法人税等の減少209百万円、借入金の返済による減少450百万円等であります。 

 純資産は、四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ312百万

円増加の29,676百万円となり、自己資本比率は66.0％となりました。  

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前連結会計年度末に比べ

208百万円増加し、6,305百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、税金等調整前四半期純利益963百万円に非資金項目である減価償却費等を調

整した結果、前年同期比１百万円（△0.1％）減の2,812百万円となりました。分譲土地建物の販売による資金収

入が増加したこと、法人税等の支払額が増加したこと等により前年同期並みとなりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、前年同期比1,013百万円（116.6％）増の1,883百万円となりました。これは

主に、賃貸用不動産等の有形固定資産の取得による支出が増加したこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、前年同期比122百万円（△14.6％）減の720百万円となりました。これは主

に、借入金の純返済額が減少したこと等によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年11月１日に公表した予想から変更はありません。今後の事

業環境や収益見通し等を見極め、業績予想の修正の必要性があれば速やかに修正を開示いたします。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理  

① 棚卸資産の評価方法   

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく

年間償却予定額を期間按分して算定しております。  

  

２．特有の会計処理  

 税金費用の計算  

 税金費用については、当四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算出しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

２．その他の情報
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ２百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は112百万円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は145百万円であります。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,914 6,535

受取手形及び売掛金 1,753 1,678

未収運賃 516 712

有価証券 110 120

商品及び製品 384 355

仕掛品 139 76

分譲土地建物 1,205 1,453

原材料及び貯蔵品 101 104

その他 813 1,581

貸倒引当金 △16 △23

流動資産合計 11,922 12,594

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 21,930 21,299

減価償却累計額 △14,742 △14,422

建物及び構築物（純額） 7,188 6,876

機械装置及び工具器具備品 2,555 2,549

減価償却累計額 △2,079 △2,071

機械装置及び工具器具備品（純額） 476 478

車両運搬具 13,088 13,512

減価償却累計額 △10,785 △11,115

車両運搬具（純額） 2,302 2,397

土地 15,049 14,672

リース資産 2,514 1,868

減価償却累計額 △560 △362

リース資産（純額） 1,953 1,506

建設仮勘定 122 82

有形固定資産合計 27,093 26,013

無形固定資産   

施設利用権 209 171

無形固定資産合計 209 171

投資その他の資産   

投資有価証券 3,090 3,352

その他 2,548 2,667

貸倒引当金 △46 △47

投資その他の資産合計 5,591 5,973

固定資産合計 32,895 32,158

資産合計 44,817 44,752
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,144 1,080

短期借入金 355 385

1年内返済予定の長期借入金 626 990

リース債務 482 360

未払金 2,316 2,465

未払法人税等 521 730

未払消費税等 － 152

事故補償引当金 21 21

賞与引当金 1,040 844

役員賞与引当金 － 80

過年度雑収計上旅行券引当金 12 12

その他 1,947 1,498

流動負債合計 8,467 8,621

固定負債   

長期借入金 1,526 1,582

リース債務 1,559 1,216

退職給付引当金 493 481

役員退職慰労引当金 310 323

受入保証金 1,677 2,114

負ののれん 7 8

その他 1,099 1,041

固定負債合計 6,673 6,767

負債合計 15,141 15,388

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,140 3,140

資本剰余金 2,235 2,235

利益剰余金 23,834 23,397

自己株式 △412 △409

株主資本合計 28,796 28,363

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 784 906

評価・換算差額等合計 784 906

少数株主持分 95 94

純資産合計 29,676 29,363

負債純資産合計 44,817 44,752
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 19,725 20,220

売上原価 14,664 15,133

売上総利益 5,061 5,086

販売費及び一般管理費 4,254 4,373

営業利益 806 712

営業外収益   

受取利息 13 10

受取配当金 23 18

持分法による投資利益 5 8

その他 62 58

営業外収益合計 104 96

営業外費用   

支払利息 23 17

固定資産除却損 16 14

その他 16 11

営業外費用合計 55 43

経常利益 854 765

特別利益   

運行補償金 19 136

解約保証金等受入益 － 457

特別利益合計 19 594

特別損失   

固定資産圧縮損 － 75

減損損失 － 212

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 109

特別損失合計 － 396

税金等調整前四半期純利益 874 963

法人税等 434 449

少数株主損益調整前四半期純利益 － 513

少数株主利益 1 1

四半期純利益 438 512
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 874 963

減価償却費 916 1,105

減損損失 － 212

賞与引当金の増減額（△は減少） 229 195

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △84 △80

受取利息及び受取配当金 △36 △29

支払利息 23 17

持分法による投資損益（△は益） △5 △8

有形固定資産除却損 49 34

解約保証金等受入益 － △457

売上債権の増減額（△は増加） 263 120

たな卸資産の増減額（△は増加） △82 194

未払金の増減額（△は減少） △190 △235

未払消費税等の増減額（△は減少） △155 △119

その他 1,314 1,603

小計 3,116 3,514

利息及び配当金の受取額 36 29

利息の支払額 △23 △18

法人税等の支払額 △315 △712

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,814 2,812

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △120 △0

有形固定資産の取得による支出 △879 △1,770

その他 130 △111

投資活動によるキャッシュ・フロー △869 △1,883

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 121 429

短期借入金の返済による支出 △298 △459

長期借入れによる収入 － 200

長期借入金の返済による支出 △471 △620

配当金の支払額 △76 △75

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △108 △211

その他 △11 16

財務活動によるキャッシュ・フロー △843 △720

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,101 208

現金及び現金同等物の期首残高 5,684 6,096

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,785 6,305
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 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

（注）１．事業区分は、機能別かつ内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な内容 

(1）自動車運送事業…………一般乗合・貸切・乗用・特定旅客運送、郵便物の運送、一般乗合受託、索道業

(2）車両物販・整備業………自動車部品・タイヤの販売、自動車の修理、保険代理 

(3）業務受託・介護事業……自動車の運転・保守管理、経営受託、介護 

(4）不動産業…………………土地造成、建物の建築、土地・建物の売買、賃貸、仲介及び管理 

(5）レジャーサービス業……高速道売店等における物販を含む飲食業、遊技場、旅行業、レンタル業 

(6）その他事業………………食料品・雑貨・化粧品等の物品販売、広告代理、清掃・警備 

３．営業費用は、全額各セグメントに配賦しており、「消去又は全社」の項目に含めた配賦不能営業費用はあ

  りません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。  

  

〔海外売上高〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。  

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

 当社グループは、グループの経営機能を担う当社の下、「自動車運送」、「車両物販・整備」、「業務受託」、

「不動産」、「レジャーサービス」の５つを報告セグメントとしております。 

 各報告セグメントの主な事業内容は以下の通りです。 

自動車運送……………一般乗合・貸切・乗用・特定旅客運送、郵便物の運送、一般乗合受託、索道業 

車両物販・整備………自動車部品・タイヤの販売、自動車の修理、保険代理 

業務受託………………自動車の運転・保守管理、経営受託、介護 

不動産…………………土地造成、建物の建築、土地・建物の売買、賃貸、仲介及び管理 

レジャーサービス……高速道売店等における物販を含む飲食業、遊技場、旅行業、レンタル業 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
自動車運
送事業 
（百万円） 

車両物
販・整備
業 
（百万円）

業務受
託・介護
事業 
（百万円）

不動産業
（百万円）

レジャー
サービス
業 
（百万円）

その他事
業 
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                   

(1）外部顧客に対する

売上高 
 9,884 2,061 1,231 1,379 4,795 372  19,725 － 19,725

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替高 
 38 841 22 246 93 262  1,505 (1,505) －

計  9,923 2,902 1,253 1,625 4,889 635  21,230 (1,505) 19,725

営業利益又は営業損失

（△） 
 △188 130 134 665 47 34  823  (16) 806
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食料品・雑貨・化粧品等

の物品販売、広告代理、清掃・警備等を含んでおります。 

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項） 

  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）

を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他 
（注） 

合計

自動車運送 
車両物

販・整備 
業務受託 不動産 

レジャーサ

ービス  
計 

売上高             

外部顧客への売上高  10,030  2,182 1,424 1,612  4,591  19,841  378  20,220

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 40  883 20 209  88  1,242  271  1,513

計  10,070  3,066 1,444 1,822  4,680  21,084  649  21,733

セグメント利益又はセ

グメント損失（△） 
 △162  151 150 590  △14  716  25  741

  （単位：百万円）  

利益 金額   

報告セグメント計 716 

「その他」の区分の利益 25 

セグメント間取引消去 △28 

四半期連結損益計算書の営業利益 712

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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